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北
陸
新
幹
線
は
１
９
７
０
年
（
昭
和

45
年
）
に
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
が

制
定
さ
れ
、
１
９
７
２
年
（
昭
和
47

年
）
６
月
29
日
、
東
京
都
〜
大
阪
市
間

を
高
崎
・
長
野
・
富
山
・
金
沢
経
由
で

結
ぶ
「
北
陸
新
幹
線
」
と
し
て
基
本
計

画
が
決
定
。
翌
年
の
１
９
７
３
年
（
昭

和
48
年
）
に
は
整
備
計
画
決
定
及
び
建

設
の
指
示
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　
そ
の
後
１
９
９
７
年
10
月
に
長
野
―

東
京
間
が
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ

せ
て
開
業
し
、
現
在
、
「
長
野
新
幹

線
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
現

在
建
設
中
の
長
野
駅
―
金
沢
駅
間
は
、

金
沢
駅
か
ら
福
井
方
面
へ
約
10
k
m
に

位
置
す
る
白
山
総
合
車
両
基
地
ま
で
の

回
送
線
と
あ
わ
せ
て
２
０
１
４
年
（
平

成
26
年
）
度
末
に
一
括
開
業
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

　
し
か
し
北
陸
３
県
の
範
囲
内
で
あ
り

な
が
ら
福
井
県
は
敦
賀
以
西
の
ル
ー
ト

問
題
も
あ
り
、
２
０
１
１
年
（
平
成
23

年
）12
月
26
日
に
、
白
山
総
合
車
両
基

地
―
敦
賀
間
の
建
設
を
当
時
の
民
主

党
政
権
が
認
め
、２
０
１
２
年（
平
成
24

年
）
６
月
29
日
に
、
政
府
・
国
土
交
通

省
が
、金
沢
―
敦
賀
間（
1
1
3
k
m
）

の
着
工
認
可
を
決
め
た
も
の
の
、
開
業

予
定
は
金
沢
に
遅
れ
る
こ
と
12
年
後
の

２
０
２
５
年
度
末
と
い
う
残
念
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

　
金
沢
―
敦
賀
間
の
総
事
業
費
は
一
兆

千
六
百
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
県
内
で
は
福
井
駅
部
が
２
０
０
５
年

に
部
分
認
可
さ
れ
２
０
０
９
年
２
月
に

完
成
し
て
い
る
が
、
県
内
区
間
の
74
・

２
キ
ロ
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
２
年
８

月
19
日
に
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
東
口
で
起
工
式

が
行
わ
れ
、
整
備
計
画
決
定
か
ら
約
三

十
九
年
を
経
て
、
よ
う
や
く
県
内
区
間

の
工
事
に
踏
み
出
し
た
状
況
に
あ
る
。

ま
た
６
月
28
日
に
は
、
福
井
市
高
柳
町

で
新
幹
線
の
ル
ー
ト
を
確
定
す
る
「
中

心
線
測
量
」
の
作
業
が
行
わ
れ
、
年
内

に
石
川
県
境
か
ら
南
越
前
町
の
新
北
陸

ト
ン
ネ
ル
入
り
口
に
か
け
て
中
心
線
の

木
杭
約
1
9
0
0
本
が
設
置
さ
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。
県
内
の
駅
と
し
て

は
「
芦
原
温
泉
」「
福
井
」「
南
越
（
仮

称
）」「
敦
賀
」
の
四
駅
が
整
備
さ
れ
る
。

し
か
し
、
敦
賀
以
西
の
大
阪
に
至
る

ル
ー
ト
は
未
定
と
さ
れ
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
は
福
井
か
ら
東
京
ま
で

の
時
間
短
縮
や
交
流
人
口
増
、
経
済
効

果
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
時
間

短
縮
は
ど
の
程
度
か
、
そ
の
費
用
対
効

果
を
疑
問
視
す
る
県
民
も
多
い
。
福
井

　
県
民
の
多
く
か
ら
は
東
京
へ
の
時
間

短
縮
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
新
大
阪
直
通

に
よ
る
関
西
圏
へ
の
利
便
こ
そ
望
ま
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
現
在
の
北
陸
線
は
関
西
へ
は
「
サ
ン

ダ
ー
バ
ー
ド
」
。
東
京
、
中
京
方
面
へ

は
「
し
ら
さ

ぎ
」
が
一
時
間

に
一
本
の
割
合

で
走
っ
て
い
る
。

全
国
的
に
み
て

も
特
急
が
こ
れ

ほ
ど
頻
繁
に
走

り
利
用
度
が
高

い
路
線
は
多
く

な
い
。

　
並
行
在
来
線

の
経
営
分
離
は

整
備
新
幹
線
の

「
着
工
五
条

件
」
の
一
つ
で

あ
り
、
新
幹
線

が
事
業
化
さ
れ

た
場
合
、
並
行

在
来
線
は
Ｊ
Ｒ

か
ら
経
営
分
離

さ
れ
、
地
元
自

治
体
を
中
心
と

し
た
第
三
セ
ク

タ
ー
に
よ
る
運

営
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
関
係
で
は
、
軽
井
沢
―

篠
ノ
井
が
「
し
な
の
鉄
道
」
に
経
営
移

管
さ
れ
、
全
国
で
は
青
森
の
「
青
い
森

鉄
道
」
、
岩
手
の
「
い
わ
て
銀
河
鉄

道
」
、
九
州
の
「
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄

道
」
の
第
三
セ
ク
タ
ー
会
社
が
設
立
さ

れ
て
い
る
。
二
年
後
の
金
沢
開
業
が
迫

る
富
山
、
石
川
両
県
は
昨
年
に
県
、
市

町
、
民
間
で
つ
く
る
県
単
独
の
第
三
セ

ク
タ
ー
会
社
を
設
立
し
て
い
る
。

　
福
井
県
内
で
も
、
国
土
交
通
省
は
昨

年
五
月
に
同
じ
方
針
を
、
県
と
、
沿
線

自
治
体
か
ら
同
意
を
取
り
付
け
、
２
０

１
３
年
３
月
に
は
県
国
際
交
流
会
館
で

「
福
井
県
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会
」

の
初
会
合
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
は
、

敦
賀
開
業
の
２
年
前
２
０
２
３
年
度
に

第
３
セ
ク
タ
ー
を
設
立
す
る
こ
と
で
合

意
。
同
協
議
会
は
知
事
、
沿
線
六
市
一

町
の
首
長
、
経
済
団
体
、
利
用
者
団
体
、

鉄
道
事
業
者
の
代
表
ら
19
名
で
構
成
す

る
こ
と
を
確
認
し
、
会
長
に
西
川
知
事
、

副
会
長
に
東
村
福
井
市
長
、
川
田
県
商

工
会
議
所
連
合
会
会
頭
が
就
任
し
た
。

　
今
後
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
方

式
、
需
要
予
測
、
ダ
イ
ヤ
編
成
な
ど
の

運
行
計
画
、
施
設
や
車
両
計
画
、
運
賃

設
定
、
資
金
計
画
、
利
用
促
進
案
な
ど

を
詰
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

ダ
イ
ヤ
編
成
や
料
金
設
定
な
ど
県
民
に

納
得
で
き
る
内
容
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
第
三
セ
ク
タ
ー
で
は
、

い
ず
れ
も
乗
客
減
と
経
営
赤
字
な
ど
が

表
面
化
し
て
お
り
、
そ
の
運
営
が
地
元

自
治
体
や
住
民
に
相
当
の
負
担
を
強
い

る
現
状
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
近
年
で

は
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
走
行
料
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
平
成
23
年
度
に
は
三
つ
の
第
三

セ
ク
タ
ー
鉄
道
が
単
年
度
決
算
で
赤
字

か
ら
黒
字
経
営
に
転
換
し
た
ニ
ュ
ー
ス

が
注
目
さ
れ
た
。
今
後
は
Ｊ
Ｒ
か
ら
の

譲
渡
額
の
動
向
な
ど
も
含
め
地
元
自
治

体
の
負
担
軽
減
を
ど
う
図
っ
て
い
く
の

か
の
論
議
が
必
要
で
あ
る
。

　
な
お
、「
越
美
北
線
」
と
「
小
浜
線
」

は
在
来
並
行
線
で
は
な
く
、
敦
賀
ま
で

新
幹
線
が
開
業
し
て
も
Ｊ
Ｒ
運
営
で
あ

る
。
他
に
こ
れ
ま
で
県
と
沿
線
自
治
体

な
ど
で
守
っ
て
き
た
「
福
井
鉄
道
」
や

「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
」
を
含
め
た
県
内
の

公
共
交
通
網
の
整
備
計
画
と
財
政
負
担

の
あ
り
方
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
北
陸
新
幹
線
の
開
業

後
は
、
原
則
と
し
て
金
沢
―
直
江
津
駅

間
で
は
寝
台
特
急
を
の
ぞ
く
特
急
列
車

は
運
行
し
な
い
方
針
と
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
大
阪
―
富
山
間
の
特
急
「
サ

ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」、
名
古
屋
―
富
山
間

の
「
し
ら
さ
ぎ
」
に
つ
い
て
は
金
沢
駅

以
東
を
廃
止
、
金
沢
駅
―
越
後
湯
沢
間

の
特
急
「
は
く
た
か
」、
金
沢
駅
―
新

潟
駅
の
特
急
「
北
越
」
に
つ
い
て
も
廃

止
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。

　
新
幹
線
開
業
を
待
た
ず
寝
台
特
急
の

る
と
は
予
測
し
が
た
い
。

　
た
だ
、
大
阪
と
富
山
を
結
ぶ
「
サ
ン

ダ
ー
バ
ー
ド
」
は
乗
車
率
が
高
い
列
車

で
あ
る
ゆ
え
に
利
便
性
低
下
を
招
か
な

い
対
応
に
期
待
し
た
い
。
し
か
し
、

「
し
ら
さ
ぎ
」
の
立
場
は
微
妙
で
あ
る
。

金
沢
以
西
の
客
が
ど
の
く
ら
い
必
要
と

す
る
の
か
、
福
井
県
と
し
て
相
当
の
運

動
が
な
け
れ
ば
厳
し
い
状
況
に
な
り
は

し
な
い
か
不
安
が
残
る
。

　
新
幹
線
の
建
設
費
は
、
Ｊ
Ｒ
が
支
払

う
営
業
中
の
新
幹
線
の
施
設
使
用
料

（
貸
付
料
）
を
充
て
、
残
る
金
額
の
三

分
の
二
を
国
が
、
三
分
の
一
を
県
と
駅

が
設
置
さ
れ
る
沿
線
自
治
体
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
政
府
が
二
〇
一
三
年
度
予
算
案
に
計

上
し
た
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
―
敦
賀
間

の
建
設
費
は
八
十
億
円
で
あ
り
、
福
井

県
内
分
は
約
五
十
三
億
円
と
さ
れ
た
。

そ
の
内
の
三
分
の
一
で
あ
る
約
十
二
億

五
千
万
円
程
度
が
地
元
負
担
額
と
予
測

さ
れ
る
。
こ
の
予
算
で
の
県
内
工
事
と

し
て
は
用
地
取
得
関
連
費
、
測
量
調
査

費
、
新
北
陸
ト
ン
ネ
ル
（
南
越
前
町
か

ら
敦
賀
市
）
の
第
一
期
工
事
、
新
九
頭

竜
橋
（
仮
称
）
の
設
計
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
駅
を
持
つ
自
治
体
は
駅
舎
を
中
心
と

し
て
、
そ
の
前
後
数
キ
ロ
の
建
設
費
を

負
担
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
開
業
後
に
Ｊ

む
し
ろ
米
原
ル
ー
ト
優
先
を
述
べ
る
政

治
家
や
経
済
界
の
発
言
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
現
在
は
３
月
24
日
に
嶺
南

六
市
町
の
首
長
や
議
員
、
経
済
団
体
幹

部
ら
に
よ
る
「
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー

ト
建
設
促
進
同
盟
会
」
が
13
年
ぶ
り
に

小
浜
で
総
会
を
開
き
、
福
井
商
工
会
議

所
の
川
田
達
男
会
頭
も
３
月
29
日
の
年

度
末
会
見
で
若
狭
ル
ー
ト
実
現
に
努
力

し
た
い
と
述
べ
、
西
川
知
事
も
４
月
25

日
の
記
者
会
見
で
「
若
狭
ル
ー
ト
が
議

論
の
根
本
」
と
述
べ
、
国
に
若
狭
ル
ー

ト
を
求
め
て
い
く
方
向
を
示
し
た
。
こ

の
よ
う
に
現
在
で
は
福
井
県
全
体
の
意

向
と
し
て
は
若
狭
ル
ー
ト
に
一
本
化
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

　
し
か
し
、
県
内
の
動
き
と
は
別
に
関

西
の
知
事
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
関
西

広
域
連
合
」
は
米
原
ル
ー
ト
が
予
算
も

少
な
く
、
費
用
対
効
果
も
最
も
優
れ
て

東
京
行
「
北
陸
」
と
「
能
登
」
、
青
森

行
の
寝
台
特
急
「
日
本
海
」
と
急
行

「
き
た
ぐ
に
」
が
す
で
に
運
行
終
了
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
方
針
下
で
の
特
急
廃
止
な
ど
の

動
き
は
、
金
沢
―
大
阪
間
や
米
原
、
名

古
屋
間
の
現
行
の
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
の

か
、
現
時
点
で
Ｊ
Ｒ
側
は
明
確
な
方
針

を
示
し
て
い
な
い
が
、
現
行
の
ダ
イ
ヤ

本
数
が
金
沢
開
業
後
も
継
続
保
障
さ
れ

Ｒ
か
ら
の
施
設
固
定
資
産
税

な
ど
の
収
入
で
補
わ
れ
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。
具
体
額

は
自
治
体
に
よ
っ
て
変
わ
る
。

　
そ
の
他
、
駅
舎
が
存
在
す

る
地
元
自
治
体
は
、
駅
周
辺

の
再
開
発
と
ま
ち
づ
く
り
を

ど
う
展
開
す
る
の
か
が
問
わ

れ
る
。
特
に
県
内
四
駅
の
う

ち
、
唯
一
、
現
駅
併
設
で
は

な
い
越
前
市
の
「
南
越
駅

（
仮
称
）」
は
、
現
市
街
地
や

武
生
駅
と
の
ア
ク
セ
ス
道
路

や
街
の
機
能
の
棲
み
分
け
な

ど
含
め
、
新
幹
線
と
ま
ち
づ

く
り
、
財
政
負
担
な
ど
他
市
以
上
の
総

合
的
な
対
応
と
負
担
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
本
来
の
北
陸
新
幹
線
整
備
計
画
で
は
、

大
阪
ま
で
の
ル
ー
ト
は
明
確
に
若
狭

ル
ー
ト
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

今
日
で
は
、
若
狭
、
湖
西
、
米
原
の
三

ル
ー
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
で
論

議
さ
れ
て
お
り
、
敦
賀
以
西
の
ル
ー
ト

が
ど
こ
に
落
ち
着
く
の
か
不
明
で
あ
る
。

　
福
井
県
や
地
元
自
治
体
で
は
最
近
に

な
り
若
狭
ル
ー
ト
が
原
則
と
す
る
声
が

相
次
い
で
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
敦
賀

ま
で
の
延
伸
が
第
一
と
ば
か
り
に
ル
ー

ト
に
つ
い
て
は
沈
黙
の
状
態
に
あ
っ
た
。

い
る
。
工
期
も
早
期
短
縮
可
能
と
し
て
、

国
に
申
し
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
滋
賀

県
大
津
市
は
湖
西
ル
ー
ト
の
検
討
を
求

め
る
な
ど
の
発
言
を
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
三
案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
一
長
一
短
が
論
議
さ
れ
て
い
る
が
、

京
都
府
が
過
去
に
試
算
し
た
結
果
で
は
、

若
狭
ル
ー
ト
が
全
長
１
２
８
キ
ロ
、
湖

西
ル
ー
ト
が
１
３
３
キ
ロ
、
米
原
が
１

５
３
キ
ロ
。
若
狭
ル
ー
ト
が
最
短
で
時

間
短
縮
も
36
分
と
最
大
と
な
っ
て
い
る
。

　
各
ル
ー
ト
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
主
な
点
で

は
若
狭
ル
ー
ト
は
時
間
短
縮
は
最
大
、

災
害
時
に
東
海
道
新
幹
線
と
別
に
運
行

が
可
能
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
建
設
費
が
一

兆
円
近
く
で
最
高
額
、
利
用
者
総
数
が

少
な
い
。
湖
西
ル
ー
ト
は
、
現
行
の
京

阪
、
北
陸
の
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
お
り
安

定
需
要
が
見
込
ま
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト

は
東
海
道
新
幹
線
へ
の
乗
り
換
え
可
能

性
の
有
無
。
米
原
ル
ー
ト
は
、
メ
リ
ッ

ト
は
関
西
圏
だ
け
で
な
く
中
京
圏
へ
も

波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
、
建
設
費
が

最
も
安
い
、
利
用
者
総
数
は
最
大
の
見

込
み
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
東
海
道
新
幹
線

へ
の
乗
り
換
え
の
有
無
、
新
大
阪
へ
は

最
長
の
ル
ー
ト
で
時
間
短
縮
の
効
果
が

薄
い
。
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

　
新
幹
線
は
本
来
は
フ
ル
規
格
で
あ
る

が
、
国
土
交
通
省
は
昨
年
に
敦
賀
開
業

時
に
富
山
―
大
阪
に
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト

レ
イ
ン
（
軌
間
可
変
電
車
）
を
走
ら
せ

る
方
針
を
打
ち
出
し
、
県
と
沿
線
七
自

治
体
も
昨
年
５
月
16
日
「
あ
く
ま
で
も

大
阪
延
伸
ま
で
の
暫
定
期
間
」
と
し
な

が
ら
も
同
意
し
た
。

　
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
場
合
、

新
幹
線
と
在
来
線
の
二
つ
の
線
路
を
乗

り
換
え
な
し
で
走
れ
る
利
便
性
が
あ
る
。

例
え
ば
現
在
の
特
急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド

が
廃
止
さ
れ
て
も
新
幹
線
の
軌
道
上
を

走
る
同
じ
列
車
で
新
大
阪
ま
で
乗
車
出

来
る
こ
と
に
な
り
、
敦
賀
で
の
乗
り
換

え
が
不
要
と
な
る
。
し
か
し
在
来
の
湖

西
線
を
走
る
と
す
れ
ば
新
幹
線
並
み
の

ス
ピ
ー
ド
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
新
大
阪

ま
で
フ
ル
規
格
で
の
建
設
を
福
井
県
は

求
め
て
い
る
。

置
自
治
体
の
意
向
を
聞
い
て
決
め
る
」

の
が
今
日
ま
で
の
慣
例
で
あ
る
。
と
す

れ
ば
正
式
決
定
ま
で
に
は
ま
だ
十
年
以

上
の
期
間
が
あ
る
。

　
富
山
で
は
現
駅
併
設
で
は
な
い
新
駅

と
し
て
「
黒
部
宇
奈
月
温
泉
」
「
新
高

岡
」
の
名
称
が
６
月
７
日
に
発
表
さ
れ

て
い
る
。

　
最
近
、
鯖
江
市
関
係
者
か
ら
越
前
市

に
設
置
さ
れ
る
駅
「
南
越
（
仮
称
）」

の
名
称
に
つ
い
て
「
鯖
江
」
を
入
れ
ら

れ
な
い
か
と
の
動
き
が
あ
る
。
駅
名
に

つ
い
て
Ｊ
Ｒ
は
「
開
業
一
年
前
に
駅
設

県
の
資
料
に
よ
る
時
間
短
縮
の
見
込
み

は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
芦
原
温
泉
駅
か
ら
東
京
38
分
、
福
井

駅
か
ら
は
36
分
、
南
越
駅
か
ら
は
僅
か

８
分
、
敦
賀
か
ら
殆
ん
ど
メ
リ
ッ
ト
が

な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
丹
南
以
南
の
住

民
に
と
っ
て
は
東
京
へ
の
時
間
は
現
在

の
米
原
回
り
と
比
較
し
て
メ
リ
ッ
ト
は

な
い
。
た
だ
、
長
野
、
大
宮
へ
の
短
縮

は
大
き
く
、
北
関
東
や
東
北
と
の
新
た

な
人
の
流
れ
は
期
待
で
き
る
。

　　　　　　　　　　　　北陸新幹線の金沢開業がいよいよ２年後となり、
　　　福井県でも金沢―敦賀間の工事着工が行われるなど新幹線をめぐる動
きが活発になってきた。敦賀までの開業はまだ12年後とされているが、現時
点での北陸新幹線にかかわる 県内の動きと課題をまとめてみた。

北陸新幹線
、福井の現

況と課題

　
東
京
は
本
当
に
近
く
な
る
の
か
？

　
北
陸
新
幹
線
の
概
要

　
在
来
線
は
ど
う
な
る
、

　
第
三
セ
ク
タ
ー
運
営
と
利
便
性
は

　
「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」「
し
ら
さ
ぎ
」

　
金
沢
開
業
で
本
数
減
が
心
配

　
福
井
県
内
の
概
要

　
２
０
２
５
年
度
末
開
業
へ
工
事
着
工

県内各駅から各都市間の所要時間（敦賀開業時）
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北
陸
新
幹
線
は
１
９
７
０
年
（
昭
和

45
年
）
に
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
が

制
定
さ
れ
、
１
９
７
２
年
（
昭
和
47

年
）
６
月
29
日
、
東
京
都
〜
大
阪
市
間

を
高
崎
・
長
野
・
富
山
・
金
沢
経
由
で

結
ぶ
「
北
陸
新
幹
線
」
と
し
て
基
本
計

画
が
決
定
。
翌
年
の
１
９
７
３
年
（
昭

和
48
年
）
に
は
整
備
計
画
決
定
及
び
建

設
の
指
示
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　
そ
の
後
１
９
９
７
年
10
月
に
長
野
―

東
京
間
が
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ

せ
て
開
業
し
、
現
在
、
「
長
野
新
幹

線
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
現

在
建
設
中
の
長
野
駅
―
金
沢
駅
間
は
、

金
沢
駅
か
ら
福
井
方
面
へ
約
10
k
m
に

位
置
す
る
白
山
総
合
車
両
基
地
ま
で
の

回
送
線
と
あ
わ
せ
て
２
０
１
４
年
（
平

成
26
年
）
度
末
に
一
括
開
業
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

　
し
か
し
北
陸
３
県
の
範
囲
内
で
あ
り

な
が
ら
福
井
県
は
敦
賀
以
西
の
ル
ー
ト

問
題
も
あ
り
、
２
０
１
１
年
（
平
成
23

年
）12
月
26
日
に
、
白
山
総
合
車
両
基

地
―
敦
賀
間
の
建
設
を
当
時
の
民
主

党
政
権
が
認
め
、２
０
１
２
年（
平
成
24

年
）
６
月
29
日
に
、
政
府
・
国
土
交
通

省
が
、金
沢
―
敦
賀
間（
1
1
3
k
m
）

の
着
工
認
可
を
決
め
た
も
の
の
、
開
業

予
定
は
金
沢
に
遅
れ
る
こ
と
12
年
後
の

２
０
２
５
年
度
末
と
い
う
残
念
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

　
金
沢
―
敦
賀
間
の
総
事
業
費
は
一
兆

千
六
百
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
県
内
で
は
福
井
駅
部
が
２
０
０
５
年

に
部
分
認
可
さ
れ
２
０
０
９
年
２
月
に

完
成
し
て
い
る
が
、
県
内
区
間
の
74
・

２
キ
ロ
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
２
年
８

月
19
日
に
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
東
口
で
起
工
式

が
行
わ
れ
、
整
備
計
画
決
定
か
ら
約
三

十
九
年
を
経
て
、
よ
う
や
く
県
内
区
間

の
工
事
に
踏
み
出
し
た
状
況
に
あ
る
。

ま
た
６
月
28
日
に
は
、
福
井
市
高
柳
町

で
新
幹
線
の
ル
ー
ト
を
確
定
す
る
「
中

心
線
測
量
」
の
作
業
が
行
わ
れ
、
年
内

に
石
川
県
境
か
ら
南
越
前
町
の
新
北
陸

ト
ン
ネ
ル
入
り
口
に
か
け
て
中
心
線
の

木
杭
約
1
9
0
0
本
が
設
置
さ
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。
県
内
の
駅
と
し
て

は
「
芦
原
温
泉
」「
福
井
」「
南
越
（
仮

称
）」「
敦
賀
」
の
四
駅
が
整
備
さ
れ
る
。

し
か
し
、
敦
賀
以
西
の
大
阪
に
至
る

ル
ー
ト
は
未
定
と
さ
れ
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
は
福
井
か
ら
東
京
ま
で

の
時
間
短
縮
や
交
流
人
口
増
、
経
済
効

果
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
時
間

短
縮
は
ど
の
程
度
か
、
そ
の
費
用
対
効

果
を
疑
問
視
す
る
県
民
も
多
い
。
福
井

　
県
民
の
多
く
か
ら
は
東
京
へ
の
時
間

短
縮
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
新
大
阪
直
通

に
よ
る
関
西
圏
へ
の
利
便
こ
そ
望
ま
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
現
在
の
北
陸
線
は
関
西
へ
は
「
サ
ン

ダ
ー
バ
ー
ド
」
。
東
京
、
中
京
方
面
へ

は
「
し
ら
さ

ぎ
」
が
一
時
間

に
一
本
の
割
合

で
走
っ
て
い
る
。

全
国
的
に
み
て

も
特
急
が
こ
れ

ほ
ど
頻
繁
に
走

り
利
用
度
が
高

い
路
線
は
多
く

な
い
。

　
並
行
在
来
線

の
経
営
分
離
は

整
備
新
幹
線
の

「
着
工
五
条

件
」
の
一
つ
で

あ
り
、
新
幹
線

が
事
業
化
さ
れ

た
場
合
、
並
行

在
来
線
は
Ｊ
Ｒ

か
ら
経
営
分
離

さ
れ
、
地
元
自

治
体
を
中
心
と

し
た
第
三
セ
ク

タ
ー
に
よ
る
運

営
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
関
係
で
は
、
軽
井
沢
―

篠
ノ
井
が
「
し
な
の
鉄
道
」
に
経
営
移

管
さ
れ
、
全
国
で
は
青
森
の
「
青
い
森

鉄
道
」
、
岩
手
の
「
い
わ
て
銀
河
鉄

道
」
、
九
州
の
「
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄

道
」
の
第
三
セ
ク
タ
ー
会
社
が
設
立
さ

れ
て
い
る
。
二
年
後
の
金
沢
開
業
が
迫

る
富
山
、
石
川
両
県
は
昨
年
に
県
、
市

町
、
民
間
で
つ
く
る
県
単
独
の
第
三
セ

ク
タ
ー
会
社
を
設
立
し
て
い
る
。

　
福
井
県
内
で
も
、
国
土
交
通
省
は
昨

年
五
月
に
同
じ
方
針
を
、
県
と
、
沿
線

自
治
体
か
ら
同
意
を
取
り
付
け
、
２
０

１
３
年
３
月
に
は
県
国
際
交
流
会
館
で

「
福
井
県
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会
」

の
初
会
合
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
は
、

敦
賀
開
業
の
２
年
前
２
０
２
３
年
度
に

第
３
セ
ク
タ
ー
を
設
立
す
る
こ
と
で
合

意
。
同
協
議
会
は
知
事
、
沿
線
六
市
一

町
の
首
長
、
経
済
団
体
、
利
用
者
団
体
、

鉄
道
事
業
者
の
代
表
ら
19
名
で
構
成
す

る
こ
と
を
確
認
し
、
会
長
に
西
川
知
事
、

副
会
長
に
東
村
福
井
市
長
、
川
田
県
商

工
会
議
所
連
合
会
会
頭
が
就
任
し
た
。

　
今
後
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
方

式
、
需
要
予
測
、
ダ
イ
ヤ
編
成
な
ど
の

運
行
計
画
、
施
設
や
車
両
計
画
、
運
賃

設
定
、
資
金
計
画
、
利
用
促
進
案
な
ど

を
詰
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

ダ
イ
ヤ
編
成
や
料
金
設
定
な
ど
県
民
に

納
得
で
き
る
内
容
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
第
三
セ
ク
タ
ー
で
は
、

い
ず
れ
も
乗
客
減
と
経
営
赤
字
な
ど
が

表
面
化
し
て
お
り
、
そ
の
運
営
が
地
元

自
治
体
や
住
民
に
相
当
の
負
担
を
強
い

る
現
状
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
近
年
で

は
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
走
行
料
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
平
成
23
年
度
に
は
三
つ
の
第
三

セ
ク
タ
ー
鉄
道
が
単
年
度
決
算
で
赤
字

か
ら
黒
字
経
営
に
転
換
し
た
ニ
ュ
ー
ス

が
注
目
さ
れ
た
。
今
後
は
Ｊ
Ｒ
か
ら
の

譲
渡
額
の
動
向
な
ど
も
含
め
地
元
自
治

体
の
負
担
軽
減
を
ど
う
図
っ
て
い
く
の

か
の
論
議
が
必
要
で
あ
る
。

　
な
お
、「
越
美
北
線
」
と
「
小
浜
線
」

は
在
来
並
行
線
で
は
な
く
、
敦
賀
ま
で

新
幹
線
が
開
業
し
て
も
Ｊ
Ｒ
運
営
で
あ

る
。
他
に
こ
れ
ま
で
県
と
沿
線
自
治
体

な
ど
で
守
っ
て
き
た
「
福
井
鉄
道
」
や

「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
」
を
含
め
た
県
内
の

公
共
交
通
網
の
整
備
計
画
と
財
政
負
担

の
あ
り
方
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
北
陸
新
幹
線
の
開
業

後
は
、
原
則
と
し
て
金
沢
―
直
江
津
駅

間
で
は
寝
台
特
急
を
の
ぞ
く
特
急
列
車

は
運
行
し
な
い
方
針
と
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
大
阪
―
富
山
間
の
特
急
「
サ

ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」、
名
古
屋
―
富
山
間

の
「
し
ら
さ
ぎ
」
に
つ
い
て
は
金
沢
駅

以
東
を
廃
止
、
金
沢
駅
―
越
後
湯
沢
間

の
特
急
「
は
く
た
か
」、
金
沢
駅
―
新

潟
駅
の
特
急
「
北
越
」
に
つ
い
て
も
廃

止
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。

　
新
幹
線
開
業
を
待
た
ず
寝
台
特
急
の

る
と
は
予
測
し
が
た
い
。

　
た
だ
、
大
阪
と
富
山
を
結
ぶ
「
サ
ン

ダ
ー
バ
ー
ド
」
は
乗
車
率
が
高
い
列
車

で
あ
る
ゆ
え
に
利
便
性
低
下
を
招
か
な

い
対
応
に
期
待
し
た
い
。
し
か
し
、

「
し
ら
さ
ぎ
」
の
立
場
は
微
妙
で
あ
る
。

金
沢
以
西
の
客
が
ど
の
く
ら
い
必
要
と

す
る
の
か
、
福
井
県
と
し
て
相
当
の
運

動
が
な
け
れ
ば
厳
し
い
状
況
に
な
り
は

し
な
い
か
不
安
が
残
る
。

　
新
幹
線
の
建
設
費
は
、
Ｊ
Ｒ
が
支
払

う
営
業
中
の
新
幹
線
の
施
設
使
用
料

（
貸
付
料
）
を
充
て
、
残
る
金
額
の
三

分
の
二
を
国
が
、
三
分
の
一
を
県
と
駅

が
設
置
さ
れ
る
沿
線
自
治
体
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
政
府
が
二
〇
一
三
年
度
予
算
案
に
計

上
し
た
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
―
敦
賀
間

の
建
設
費
は
八
十
億
円
で
あ
り
、
福
井

県
内
分
は
約
五
十
三
億
円
と
さ
れ
た
。

そ
の
内
の
三
分
の
一
で
あ
る
約
十
二
億

五
千
万
円
程
度
が
地
元
負
担
額
と
予
測

さ
れ
る
。
こ
の
予
算
で
の
県
内
工
事
と

し
て
は
用
地
取
得
関
連
費
、
測
量
調
査

費
、
新
北
陸
ト
ン
ネ
ル
（
南
越
前
町
か

ら
敦
賀
市
）
の
第
一
期
工
事
、
新
九
頭

竜
橋
（
仮
称
）
の
設
計
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
駅
を
持
つ
自
治
体
は
駅
舎
を
中
心
と

し
て
、
そ
の
前
後
数
キ
ロ
の
建
設
費
を

負
担
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
開
業
後
に
Ｊ

む
し
ろ
米
原
ル
ー
ト
優
先
を
述
べ
る
政

治
家
や
経
済
界
の
発
言
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
現
在
は
３
月
24
日
に
嶺
南

六
市
町
の
首
長
や
議
員
、
経
済
団
体
幹

部
ら
に
よ
る
「
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー

ト
建
設
促
進
同
盟
会
」
が
13
年
ぶ
り
に

小
浜
で
総
会
を
開
き
、
福
井
商
工
会
議

所
の
川
田
達
男
会
頭
も
３
月
29
日
の
年

度
末
会
見
で
若
狭
ル
ー
ト
実
現
に
努
力

し
た
い
と
述
べ
、
西
川
知
事
も
４
月
25

日
の
記
者
会
見
で
「
若
狭
ル
ー
ト
が
議

論
の
根
本
」
と
述
べ
、
国
に
若
狭
ル
ー

ト
を
求
め
て
い
く
方
向
を
示
し
た
。
こ

の
よ
う
に
現
在
で
は
福
井
県
全
体
の
意

向
と
し
て
は
若
狭
ル
ー
ト
に
一
本
化
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

　
し
か
し
、
県
内
の
動
き
と
は
別
に
関

西
の
知
事
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
関
西

広
域
連
合
」
は
米
原
ル
ー
ト
が
予
算
も

少
な
く
、
費
用
対
効
果
も
最
も
優
れ
て

東
京
行
「
北
陸
」
と
「
能
登
」
、
青
森

行
の
寝
台
特
急
「
日
本
海
」
と
急
行

「
き
た
ぐ
に
」
が
す
で
に
運
行
終
了
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
方
針
下
で
の
特
急
廃
止
な
ど
の

動
き
は
、
金
沢
―
大
阪
間
や
米
原
、
名

古
屋
間
の
現
行
の
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
の

か
、
現
時
点
で
Ｊ
Ｒ
側
は
明
確
な
方
針

を
示
し
て
い
な
い
が
、
現
行
の
ダ
イ
ヤ

本
数
が
金
沢
開
業
後
も
継
続
保
障
さ
れ

Ｒ
か
ら
の
施
設
固
定
資
産
税

な
ど
の
収
入
で
補
わ
れ
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。
具
体
額

は
自
治
体
に
よ
っ
て
変
わ
る
。

　
そ
の
他
、
駅
舎
が
存
在
す

る
地
元
自
治
体
は
、
駅
周
辺

の
再
開
発
と
ま
ち
づ
く
り
を

ど
う
展
開
す
る
の
か
が
問
わ

れ
る
。
特
に
県
内
四
駅
の
う

ち
、
唯
一
、
現
駅
併
設
で
は

な
い
越
前
市
の
「
南
越
駅

（
仮
称
）」
は
、
現
市
街
地
や

武
生
駅
と
の
ア
ク
セ
ス
道
路

や
街
の
機
能
の
棲
み
分
け
な

ど
含
め
、
新
幹
線
と
ま
ち
づ

く
り
、
財
政
負
担
な
ど
他
市
以
上
の
総

合
的
な
対
応
と
負
担
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
本
来
の
北
陸
新
幹
線
整
備
計
画
で
は
、

大
阪
ま
で
の
ル
ー
ト
は
明
確
に
若
狭

ル
ー
ト
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

今
日
で
は
、
若
狭
、
湖
西
、
米
原
の
三

ル
ー
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
で
論

議
さ
れ
て
お
り
、
敦
賀
以
西
の
ル
ー
ト

が
ど
こ
に
落
ち
着
く
の
か
不
明
で
あ
る
。

　
福
井
県
や
地
元
自
治
体
で
は
最
近
に

な
り
若
狭
ル
ー
ト
が
原
則
と
す
る
声
が

相
次
い
で
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
敦
賀

ま
で
の
延
伸
が
第
一
と
ば
か
り
に
ル
ー

ト
に
つ
い
て
は
沈
黙
の
状
態
に
あ
っ
た
。

い
る
。
工
期
も
早
期
短
縮
可
能
と
し
て
、

国
に
申
し
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
滋
賀

県
大
津
市
は
湖
西
ル
ー
ト
の
検
討
を
求

め
る
な
ど
の
発
言
を
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
三
案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
一
長
一
短
が
論
議
さ
れ
て
い
る
が
、

京
都
府
が
過
去
に
試
算
し
た
結
果
で
は
、

若
狭
ル
ー
ト
が
全
長
１
２
８
キ
ロ
、
湖

西
ル
ー
ト
が
１
３
３
キ
ロ
、
米
原
が
１

５
３
キ
ロ
。
若
狭
ル
ー
ト
が
最
短
で
時

間
短
縮
も
36
分
と
最
大
と
な
っ
て
い
る
。

　
各
ル
ー
ト
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
主
な
点
で

は
若
狭
ル
ー
ト
は
時
間
短
縮
は
最
大
、

災
害
時
に
東
海
道
新
幹
線
と
別
に
運
行

が
可
能
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
建
設
費
が
一

兆
円
近
く
で
最
高
額
、
利
用
者
総
数
が

少
な
い
。
湖
西
ル
ー
ト
は
、
現
行
の
京

阪
、
北
陸
の
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
お
り
安

定
需
要
が
見
込
ま
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト

は
東
海
道
新
幹
線
へ
の
乗
り
換
え
可
能

性
の
有
無
。
米
原
ル
ー
ト
は
、
メ
リ
ッ

ト
は
関
西
圏
だ
け
で
な
く
中
京
圏
へ
も

波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
、
建
設
費
が

最
も
安
い
、
利
用
者
総
数
は
最
大
の
見

込
み
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
東
海
道
新
幹
線

へ
の
乗
り
換
え
の
有
無
、
新
大
阪
へ
は

最
長
の
ル
ー
ト
で
時
間
短
縮
の
効
果
が

薄
い
。
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

　
新
幹
線
は
本
来
は
フ
ル
規
格
で
あ
る

が
、
国
土
交
通
省
は
昨
年
に
敦
賀
開
業

時
に
富
山
―
大
阪
に
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト

レ
イ
ン
（
軌
間
可
変
電
車
）
を
走
ら
せ

る
方
針
を
打
ち
出
し
、
県
と
沿
線
七
自

治
体
も
昨
年
５
月
16
日
「
あ
く
ま
で
も

大
阪
延
伸
ま
で
の
暫
定
期
間
」
と
し
な

が
ら
も
同
意
し
た
。

　
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
場
合
、

新
幹
線
と
在
来
線
の
二
つ
の
線
路
を
乗

り
換
え
な
し
で
走
れ
る
利
便
性
が
あ
る
。

例
え
ば
現
在
の
特
急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド

が
廃
止
さ
れ
て
も
新
幹
線
の
軌
道
上
を

走
る
同
じ
列
車
で
新
大
阪
ま
で
乗
車
出

来
る
こ
と
に
な
り
、
敦
賀
で
の
乗
り
換

え
が
不
要
と
な
る
。
し
か
し
在
来
の
湖

西
線
を
走
る
と
す
れ
ば
新
幹
線
並
み
の

ス
ピ
ー
ド
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
新
大
阪

ま
で
フ
ル
規
格
で
の
建
設
を
福
井
県
は

求
め
て
い
る
。

置
自
治
体
の
意
向
を
聞
い
て
決
め
る
」

の
が
今
日
ま
で
の
慣
例
で
あ
る
。
と
す

れ
ば
正
式
決
定
ま
で
に
は
ま
だ
十
年
以

上
の
期
間
が
あ
る
。

　
富
山
で
は
現
駅
併
設
で
は
な
い
新
駅

と
し
て
「
黒
部
宇
奈
月
温
泉
」
「
新
高

岡
」
の
名
称
が
６
月
７
日
に
発
表
さ
れ

て
い
る
。

　
最
近
、
鯖
江
市
関
係
者
か
ら
越
前
市

に
設
置
さ
れ
る
駅
「
南
越
（
仮
称
）」

の
名
称
に
つ
い
て
「
鯖
江
」
を
入
れ
ら

れ
な
い
か
と
の
動
き
が
あ
る
。
駅
名
に

つ
い
て
Ｊ
Ｒ
は
「
開
業
一
年
前
に
駅
設

県
の
資
料
に
よ
る
時
間
短
縮
の
見
込
み

は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
芦
原
温
泉
駅
か
ら
東
京
38
分
、
福
井

駅
か
ら
は
36
分
、
南
越
駅
か
ら
は
僅
か

８
分
、
敦
賀
か
ら
殆
ん
ど
メ
リ
ッ
ト
が

な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
丹
南
以
南
の
住

民
に
と
っ
て
は
東
京
へ
の
時
間
は
現
在

の
米
原
回
り
と
比
較
し
て
メ
リ
ッ
ト
は

な
い
。
た
だ
、
長
野
、
大
宮
へ
の
短
縮

は
大
き
く
、
北
関
東
や
東
北
と
の
新
た

な
人
の
流
れ
は
期
待
で
き
る
。

　　　　　　　　　　　　北陸新幹線の金沢開業がいよいよ２年後となり、
　　　福井県でも金沢―敦賀間の工事着工が行われるなど新幹線をめぐる動
きが活発になってきた。敦賀までの開業はまだ12年後とされているが、現時
点での北陸新幹線にかかわる 県内の動きと課題をまとめてみた。

北陸新幹線
、福井の現

況と課題

　
東
京
は
本
当
に
近
く
な
る
の
か
？

　
北
陸
新
幹
線
の
概
要

　
在
来
線
は
ど
う
な
る
、

　
第
三
セ
ク
タ
ー
運
営
と
利
便
性
は

　
「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」「
し
ら
さ
ぎ
」

　
金
沢
開
業
で
本
数
減
が
心
配

　
福
井
県
内
の
概
要

　
２
０
２
５
年
度
末
開
業
へ
工
事
着
工

県内各駅から各都市間の所要時間（敦賀開業時）
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北
陸
新
幹
線
は
１
９
７
０
年
（
昭
和

45
年
）
に
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
が

制
定
さ
れ
、
１
９
７
２
年
（
昭
和
47

年
）
６
月
29
日
、
東
京
都
〜
大
阪
市
間

を
高
崎
・
長
野
・
富
山
・
金
沢
経
由
で

結
ぶ
「
北
陸
新
幹
線
」
と
し
て
基
本
計

画
が
決
定
。
翌
年
の
１
９
７
３
年
（
昭

和
48
年
）
に
は
整
備
計
画
決
定
及
び
建

設
の
指
示
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　
そ
の
後
１
９
９
７
年
10
月
に
長
野
―

東
京
間
が
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ

せ
て
開
業
し
、
現
在
、
「
長
野
新
幹

線
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
現

在
建
設
中
の
長
野
駅
―
金
沢
駅
間
は
、

金
沢
駅
か
ら
福
井
方
面
へ
約
10
k
m
に

位
置
す
る
白
山
総
合
車
両
基
地
ま
で
の

回
送
線
と
あ
わ
せ
て
２
０
１
４
年
（
平

成
26
年
）
度
末
に
一
括
開
業
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

　
し
か
し
北
陸
３
県
の
範
囲
内
で
あ
り

な
が
ら
福
井
県
は
敦
賀
以
西
の
ル
ー
ト

問
題
も
あ
り
、
２
０
１
１
年
（
平
成
23

年
）12
月
26
日
に
、
白
山
総
合
車
両
基

地
―
敦
賀
間
の
建
設
を
当
時
の
民
主

党
政
権
が
認
め
、２
０
１
２
年（
平
成
24

年
）
６
月
29
日
に
、
政
府
・
国
土
交
通

省
が
、金
沢
―
敦
賀
間（
1
1
3
k
m
）

の
着
工
認
可
を
決
め
た
も
の
の
、
開
業

予
定
は
金
沢
に
遅
れ
る
こ
と
12
年
後
の

２
０
２
５
年
度
末
と
い
う
残
念
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

　
金
沢
―
敦
賀
間
の
総
事
業
費
は
一
兆

千
六
百
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
県
内
で
は
福
井
駅
部
が
２
０
０
５
年

に
部
分
認
可
さ
れ
２
０
０
９
年
２
月
に

完
成
し
て
い
る
が
、
県
内
区
間
の
74
・

２
キ
ロ
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
２
年
８

月
19
日
に
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
東
口
で
起
工
式

が
行
わ
れ
、
整
備
計
画
決
定
か
ら
約
三

十
九
年
を
経
て
、
よ
う
や
く
県
内
区
間

の
工
事
に
踏
み
出
し
た
状
況
に
あ
る
。

ま
た
６
月
28
日
に
は
、
福
井
市
高
柳
町

で
新
幹
線
の
ル
ー
ト
を
確
定
す
る
「
中

心
線
測
量
」
の
作
業
が
行
わ
れ
、
年
内

に
石
川
県
境
か
ら
南
越
前
町
の
新
北
陸

ト
ン
ネ
ル
入
り
口
に
か
け
て
中
心
線
の

木
杭
約
1
9
0
0
本
が
設
置
さ
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。
県
内
の
駅
と
し
て

は
「
芦
原
温
泉
」「
福
井
」「
南
越
（
仮

称
）」「
敦
賀
」
の
四
駅
が
整
備
さ
れ
る
。

し
か
し
、
敦
賀
以
西
の
大
阪
に
至
る

ル
ー
ト
は
未
定
と
さ
れ
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
は
福
井
か
ら
東
京
ま
で

の
時
間
短
縮
や
交
流
人
口
増
、
経
済
効

果
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
時
間

短
縮
は
ど
の
程
度
か
、
そ
の
費
用
対
効

果
を
疑
問
視
す
る
県
民
も
多
い
。
福
井

　
県
民
の
多
く
か
ら
は
東
京
へ
の
時
間

短
縮
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
新
大
阪
直
通

に
よ
る
関
西
圏
へ
の
利
便
こ
そ
望
ま
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
現
在
の
北
陸
線
は
関
西
へ
は
「
サ
ン

ダ
ー
バ
ー
ド
」
。
東
京
、
中
京
方
面
へ

は
「
し
ら
さ

ぎ
」
が
一
時
間

に
一
本
の
割
合

で
走
っ
て
い
る
。

全
国
的
に
み
て

も
特
急
が
こ
れ

ほ
ど
頻
繁
に
走

り
利
用
度
が
高

い
路
線
は
多
く

な
い
。

　
並
行
在
来
線

の
経
営
分
離
は

整
備
新
幹
線
の

「
着
工
五
条

件
」
の
一
つ
で

あ
り
、
新
幹
線

が
事
業
化
さ
れ

た
場
合
、
並
行

在
来
線
は
Ｊ
Ｒ

か
ら
経
営
分
離

さ
れ
、
地
元
自

治
体
を
中
心
と

し
た
第
三
セ
ク

タ
ー
に
よ
る
運

営
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
関
係
で
は
、
軽
井
沢
―

篠
ノ
井
が
「
し
な
の
鉄
道
」
に
経
営
移

管
さ
れ
、
全
国
で
は
青
森
の
「
青
い
森

鉄
道
」
、
岩
手
の
「
い
わ
て
銀
河
鉄

道
」
、
九
州
の
「
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄

道
」
の
第
三
セ
ク
タ
ー
会
社
が
設
立
さ

れ
て
い
る
。
二
年
後
の
金
沢
開
業
が
迫

る
富
山
、
石
川
両
県
は
昨
年
に
県
、
市

町
、
民
間
で
つ
く
る
県
単
独
の
第
三
セ

ク
タ
ー
会
社
を
設
立
し
て
い
る
。

　
福
井
県
内
で
も
、
国
土
交
通
省
は
昨

年
五
月
に
同
じ
方
針
を
、
県
と
、
沿
線

自
治
体
か
ら
同
意
を
取
り
付
け
、
２
０

１
３
年
３
月
に
は
県
国
際
交
流
会
館
で

「
福
井
県
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会
」

の
初
会
合
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
は
、

敦
賀
開
業
の
２
年
前
２
０
２
３
年
度
に

第
３
セ
ク
タ
ー
を
設
立
す
る
こ
と
で
合

意
。
同
協
議
会
は
知
事
、
沿
線
六
市
一

町
の
首
長
、
経
済
団
体
、
利
用
者
団
体
、

鉄
道
事
業
者
の
代
表
ら
19
名
で
構
成
す

る
こ
と
を
確
認
し
、
会
長
に
西
川
知
事
、

副
会
長
に
東
村
福
井
市
長
、
川
田
県
商

工
会
議
所
連
合
会
会
頭
が
就
任
し
た
。

　
今
後
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
方

式
、
需
要
予
測
、
ダ
イ
ヤ
編
成
な
ど
の

運
行
計
画
、
施
設
や
車
両
計
画
、
運
賃

設
定
、
資
金
計
画
、
利
用
促
進
案
な
ど

を
詰
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

ダ
イ
ヤ
編
成
や
料
金
設
定
な
ど
県
民
に

納
得
で
き
る
内
容
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
第
三
セ
ク
タ
ー
で
は
、

い
ず
れ
も
乗
客
減
と
経
営
赤
字
な
ど
が

表
面
化
し
て
お
り
、
そ
の
運
営
が
地
元

自
治
体
や
住
民
に
相
当
の
負
担
を
強
い

る
現
状
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
近
年
で

は
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
走
行
料
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
平
成
23
年
度
に
は
三
つ
の
第
三

セ
ク
タ
ー
鉄
道
が
単
年
度
決
算
で
赤
字

か
ら
黒
字
経
営
に
転
換
し
た
ニ
ュ
ー
ス

が
注
目
さ
れ
た
。
今
後
は
Ｊ
Ｒ
か
ら
の

譲
渡
額
の
動
向
な
ど
も
含
め
地
元
自
治

体
の
負
担
軽
減
を
ど
う
図
っ
て
い
く
の

か
の
論
議
が
必
要
で
あ
る
。

　
な
お
、「
越
美
北
線
」
と
「
小
浜
線
」

は
在
来
並
行
線
で
は
な
く
、
敦
賀
ま
で

新
幹
線
が
開
業
し
て
も
Ｊ
Ｒ
運
営
で
あ

る
。
他
に
こ
れ
ま
で
県
と
沿
線
自
治
体

な
ど
で
守
っ
て
き
た
「
福
井
鉄
道
」
や

「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
」
を
含
め
た
県
内
の

公
共
交
通
網
の
整
備
計
画
と
財
政
負
担

の
あ
り
方
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
北
陸
新
幹
線
の
開
業

後
は
、
原
則
と
し
て
金
沢
―
直
江
津
駅

間
で
は
寝
台
特
急
を
の
ぞ
く
特
急
列
車

は
運
行
し
な
い
方
針
と
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
大
阪
―
富
山
間
の
特
急
「
サ

ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」、
名
古
屋
―
富
山
間

の
「
し
ら
さ
ぎ
」
に
つ
い
て
は
金
沢
駅

以
東
を
廃
止
、
金
沢
駅
―
越
後
湯
沢
間

の
特
急
「
は
く
た
か
」、
金
沢
駅
―
新

潟
駅
の
特
急
「
北
越
」
に
つ
い
て
も
廃

止
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。

　
新
幹
線
開
業
を
待
た
ず
寝
台
特
急
の

る
と
は
予
測
し
が
た
い
。

　
た
だ
、
大
阪
と
富
山
を
結
ぶ
「
サ
ン

ダ
ー
バ
ー
ド
」
は
乗
車
率
が
高
い
列
車

で
あ
る
ゆ
え
に
利
便
性
低
下
を
招
か
な

い
対
応
に
期
待
し
た
い
。
し
か
し
、

「
し
ら
さ
ぎ
」
の
立
場
は
微
妙
で
あ
る
。

金
沢
以
西
の
客
が
ど
の
く
ら
い
必
要
と

す
る
の
か
、
福
井
県
と
し
て
相
当
の
運

動
が
な
け
れ
ば
厳
し
い
状
況
に
な
り
は

し
な
い
か
不
安
が
残
る
。

　
新
幹
線
の
建
設
費
は
、
Ｊ
Ｒ
が
支
払

う
営
業
中
の
新
幹
線
の
施
設
使
用
料

（
貸
付
料
）
を
充
て
、
残
る
金
額
の
三

分
の
二
を
国
が
、
三
分
の
一
を
県
と
駅

が
設
置
さ
れ
る
沿
線
自
治
体
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
政
府
が
二
〇
一
三
年
度
予
算
案
に
計

上
し
た
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
―
敦
賀
間

の
建
設
費
は
八
十
億
円
で
あ
り
、
福
井

県
内
分
は
約
五
十
三
億
円
と
さ
れ
た
。

そ
の
内
の
三
分
の
一
で
あ
る
約
十
二
億

五
千
万
円
程
度
が
地
元
負
担
額
と
予
測

さ
れ
る
。
こ
の
予
算
で
の
県
内
工
事
と

し
て
は
用
地
取
得
関
連
費
、
測
量
調
査

費
、
新
北
陸
ト
ン
ネ
ル
（
南
越
前
町
か

ら
敦
賀
市
）
の
第
一
期
工
事
、
新
九
頭

竜
橋
（
仮
称
）
の
設
計
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
駅
を
持
つ
自
治
体
は
駅
舎
を
中
心
と

し
て
、
そ
の
前
後
数
キ
ロ
の
建
設
費
を

負
担
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
開
業
後
に
Ｊ

む
し
ろ
米
原
ル
ー
ト
優
先
を
述
べ
る
政

治
家
や
経
済
界
の
発
言
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
現
在
は
３
月
24
日
に
嶺
南

六
市
町
の
首
長
や
議
員
、
経
済
団
体
幹

部
ら
に
よ
る
「
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー

ト
建
設
促
進
同
盟
会
」
が
13
年
ぶ
り
に

小
浜
で
総
会
を
開
き
、
福
井
商
工
会
議

所
の
川
田
達
男
会
頭
も
３
月
29
日
の
年

度
末
会
見
で
若
狭
ル
ー
ト
実
現
に
努
力

し
た
い
と
述
べ
、
西
川
知
事
も
４
月
25

日
の
記
者
会
見
で
「
若
狭
ル
ー
ト
が
議

論
の
根
本
」
と
述
べ
、
国
に
若
狭
ル
ー

ト
を
求
め
て
い
く
方
向
を
示
し
た
。
こ

の
よ
う
に
現
在
で
は
福
井
県
全
体
の
意

向
と
し
て
は
若
狭
ル
ー
ト
に
一
本
化
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

　
し
か
し
、
県
内
の
動
き
と
は
別
に
関

西
の
知
事
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
関
西

広
域
連
合
」
は
米
原
ル
ー
ト
が
予
算
も

少
な
く
、
費
用
対
効
果
も
最
も
優
れ
て

東
京
行
「
北
陸
」
と
「
能
登
」
、
青
森

行
の
寝
台
特
急
「
日
本
海
」
と
急
行

「
き
た
ぐ
に
」
が
す
で
に
運
行
終
了
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
方
針
下
で
の
特
急
廃
止
な
ど
の

動
き
は
、
金
沢
―
大
阪
間
や
米
原
、
名

古
屋
間
の
現
行
の
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
の

か
、
現
時
点
で
Ｊ
Ｒ
側
は
明
確
な
方
針

を
示
し
て
い
な
い
が
、
現
行
の
ダ
イ
ヤ

本
数
が
金
沢
開
業
後
も
継
続
保
障
さ
れ

Ｒ
か
ら
の
施
設
固
定
資
産
税

な
ど
の
収
入
で
補
わ
れ
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。
具
体
額

は
自
治
体
に
よ
っ
て
変
わ
る
。

　
そ
の
他
、
駅
舎
が
存
在
す

る
地
元
自
治
体
は
、
駅
周
辺

の
再
開
発
と
ま
ち
づ
く
り
を

ど
う
展
開
す
る
の
か
が
問
わ

れ
る
。
特
に
県
内
四
駅
の
う

ち
、
唯
一
、
現
駅
併
設
で
は

な
い
越
前
市
の
「
南
越
駅

（
仮
称
）」
は
、
現
市
街
地
や

武
生
駅
と
の
ア
ク
セ
ス
道
路

や
街
の
機
能
の
棲
み
分
け
な

ど
含
め
、
新
幹
線
と
ま
ち
づ

く
り
、
財
政
負
担
な
ど
他
市
以
上
の
総

合
的
な
対
応
と
負
担
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
本
来
の
北
陸
新
幹
線
整
備
計
画
で
は
、

大
阪
ま
で
の
ル
ー
ト
は
明
確
に
若
狭

ル
ー
ト
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

今
日
で
は
、
若
狭
、
湖
西
、
米
原
の
三

ル
ー
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
で
論

議
さ
れ
て
お
り
、
敦
賀
以
西
の
ル
ー
ト

が
ど
こ
に
落
ち
着
く
の
か
不
明
で
あ
る
。

　
福
井
県
や
地
元
自
治
体
で
は
最
近
に

な
り
若
狭
ル
ー
ト
が
原
則
と
す
る
声
が

相
次
い
で
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
敦
賀

ま
で
の
延
伸
が
第
一
と
ば
か
り
に
ル
ー

ト
に
つ
い
て
は
沈
黙
の
状
態
に
あ
っ
た
。

い
る
。
工
期
も
早
期
短
縮
可
能
と
し
て
、

国
に
申
し
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
滋
賀

県
大
津
市
は
湖
西
ル
ー
ト
の
検
討
を
求

め
る
な
ど
の
発
言
を
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
三
案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
一
長
一
短
が
論
議
さ
れ
て
い
る
が
、

京
都
府
が
過
去
に
試
算
し
た
結
果
で
は
、

若
狭
ル
ー
ト
が
全
長
１
２
８
キ
ロ
、
湖

西
ル
ー
ト
が
１
３
３
キ
ロ
、
米
原
が
１

５
３
キ
ロ
。
若
狭
ル
ー
ト
が
最
短
で
時

間
短
縮
も
36
分
と
最
大
と
な
っ
て
い
る
。

　
各
ル
ー
ト
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
主
な
点
で

は
若
狭
ル
ー
ト
は
時
間
短
縮
は
最
大
、

災
害
時
に
東
海
道
新
幹
線
と
別
に
運
行

が
可
能
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
建
設
費
が
一

兆
円
近
く
で
最
高
額
、
利
用
者
総
数
が

少
な
い
。
湖
西
ル
ー
ト
は
、
現
行
の
京

阪
、
北
陸
の
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
お
り
安

定
需
要
が
見
込
ま
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト

は
東
海
道
新
幹
線
へ
の
乗
り
換
え
可
能

性
の
有
無
。
米
原
ル
ー
ト
は
、
メ
リ
ッ

ト
は
関
西
圏
だ
け
で
な
く
中
京
圏
へ
も

波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
、
建
設
費
が

最
も
安
い
、
利
用
者
総
数
は
最
大
の
見

込
み
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
東
海
道
新
幹
線

へ
の
乗
り
換
え
の
有
無
、
新
大
阪
へ
は

最
長
の
ル
ー
ト
で
時
間
短
縮
の
効
果
が

薄
い
。
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

　
新
幹
線
は
本
来
は
フ
ル
規
格
で
あ
る

が
、
国
土
交
通
省
は
昨
年
に
敦
賀
開
業

時
に
富
山
―
大
阪
に
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト

レ
イ
ン
（
軌
間
可
変
電
車
）
を
走
ら
せ

る
方
針
を
打
ち
出
し
、
県
と
沿
線
七
自

治
体
も
昨
年
５
月
16
日
「
あ
く
ま
で
も

大
阪
延
伸
ま
で
の
暫
定
期
間
」
と
し
な

が
ら
も
同
意
し
た
。

　
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
場
合
、

新
幹
線
と
在
来
線
の
二
つ
の
線
路
を
乗

り
換
え
な
し
で
走
れ
る
利
便
性
が
あ
る
。

例
え
ば
現
在
の
特
急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド

が
廃
止
さ
れ
て
も
新
幹
線
の
軌
道
上
を

走
る
同
じ
列
車
で
新
大
阪
ま
で
乗
車
出

来
る
こ
と
に
な
り
、
敦
賀
で
の
乗
り
換

え
が
不
要
と
な
る
。
し
か
し
在
来
の
湖

西
線
を
走
る
と
す
れ
ば
新
幹
線
並
み
の

ス
ピ
ー
ド
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
新
大
阪

ま
で
フ
ル
規
格
で
の
建
設
を
福
井
県
は

求
め
て
い
る
。

置
自
治
体
の
意
向
を
聞
い
て
決
め
る
」

の
が
今
日
ま
で
の
慣
例
で
あ
る
。
と
す

れ
ば
正
式
決
定
ま
で
に
は
ま
だ
十
年
以

上
の
期
間
が
あ
る
。

　
富
山
で
は
現
駅
併
設
で
は
な
い
新
駅

と
し
て
「
黒
部
宇
奈
月
温
泉
」
「
新
高

岡
」
の
名
称
が
６
月
７
日
に
発
表
さ
れ

て
い
る
。

　
最
近
、
鯖
江
市
関
係
者
か
ら
越
前
市

に
設
置
さ
れ
る
駅
「
南
越
（
仮
称
）」

の
名
称
に
つ
い
て
「
鯖
江
」
を
入
れ
ら

れ
な
い
か
と
の
動
き
が
あ
る
。
駅
名
に

つ
い
て
Ｊ
Ｒ
は
「
開
業
一
年
前
に
駅
設

県
の
資
料
に
よ
る
時
間
短
縮
の
見
込
み

は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
芦
原
温
泉
駅
か
ら
東
京
38
分
、
福
井

駅
か
ら
は
36
分
、
南
越
駅
か
ら
は
僅
か

８
分
、
敦
賀
か
ら
殆
ん
ど
メ
リ
ッ
ト
が

な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
丹
南
以
南
の
住

民
に
と
っ
て
は
東
京
へ
の
時
間
は
現
在

の
米
原
回
り
と
比
較
し
て
メ
リ
ッ
ト
は

な
い
。
た
だ
、
長
野
、
大
宮
へ
の
短
縮

は
大
き
く
、
北
関
東
や
東
北
と
の
新
た

な
人
の
流
れ
は
期
待
で
き
る
。

「
南
越
駅
」
の
名
称
は
ど
う
な
る
？

　
新
幹
線
建
設
財
源
と
地
元
負
担
額

　
若
狭
ル
ー
ト
か
、
湖
西
、
米
原
か

　
大
阪
ま
で
の
ル
ー
ト
は
未
定

　
国
土
交
通
省
、
「
フ
リ
ー
ゲ
ー

　
ジ
ト
レ
イ
ン
」
を
示
し
、
県
内

　
自
治
体
も
同
意

東京・金沢間の運行を予定している
車両です。
　Ｅ７系（ＪＲ東日本）、Ｗ７系（ＪＲ西日本）、
　編成12両、定員９３４名
　（現在、北陸新幹線の名称も募集中です）

北陸新幹線停車駅

若狭ルート
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北
陸
新
幹
線
は
１
９
７
０
年
（
昭
和

45
年
）
に
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
が

制
定
さ
れ
、
１
９
７
２
年
（
昭
和
47

年
）
６
月
29
日
、
東
京
都
〜
大
阪
市
間

を
高
崎
・
長
野
・
富
山
・
金
沢
経
由
で

結
ぶ
「
北
陸
新
幹
線
」
と
し
て
基
本
計

画
が
決
定
。
翌
年
の
１
９
７
３
年
（
昭

和
48
年
）
に
は
整
備
計
画
決
定
及
び
建

設
の
指
示
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　
そ
の
後
１
９
９
７
年
10
月
に
長
野
―

東
京
間
が
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ

せ
て
開
業
し
、
現
在
、
「
長
野
新
幹

線
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
現

在
建
設
中
の
長
野
駅
―
金
沢
駅
間
は
、

金
沢
駅
か
ら
福
井
方
面
へ
約
10
k
m
に

位
置
す
る
白
山
総
合
車
両
基
地
ま
で
の

回
送
線
と
あ
わ
せ
て
２
０
１
４
年
（
平

成
26
年
）
度
末
に
一
括
開
業
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

　
し
か
し
北
陸
３
県
の
範
囲
内
で
あ
り

な
が
ら
福
井
県
は
敦
賀
以
西
の
ル
ー
ト

問
題
も
あ
り
、
２
０
１
１
年
（
平
成
23

年
）12
月
26
日
に
、
白
山
総
合
車
両
基

地
―
敦
賀
間
の
建
設
を
当
時
の
民
主

党
政
権
が
認
め
、２
０
１
２
年（
平
成
24

年
）
６
月
29
日
に
、
政
府
・
国
土
交
通

省
が
、金
沢
―
敦
賀
間（
1
1
3
k
m
）

の
着
工
認
可
を
決
め
た
も
の
の
、
開
業

予
定
は
金
沢
に
遅
れ
る
こ
と
12
年
後
の

２
０
２
５
年
度
末
と
い
う
残
念
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

　
金
沢
―
敦
賀
間
の
総
事
業
費
は
一
兆

千
六
百
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
県
内
で
は
福
井
駅
部
が
２
０
０
５
年

に
部
分
認
可
さ
れ
２
０
０
９
年
２
月
に

完
成
し
て
い
る
が
、
県
内
区
間
の
74
・

２
キ
ロ
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
２
年
８

月
19
日
に
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
東
口
で
起
工
式

が
行
わ
れ
、
整
備
計
画
決
定
か
ら
約
三

十
九
年
を
経
て
、
よ
う
や
く
県
内
区
間

の
工
事
に
踏
み
出
し
た
状
況
に
あ
る
。

ま
た
６
月
28
日
に
は
、
福
井
市
高
柳
町

で
新
幹
線
の
ル
ー
ト
を
確
定
す
る
「
中

心
線
測
量
」
の
作
業
が
行
わ
れ
、
年
内

に
石
川
県
境
か
ら
南
越
前
町
の
新
北
陸

ト
ン
ネ
ル
入
り
口
に
か
け
て
中
心
線
の

木
杭
約
1
9
0
0
本
が
設
置
さ
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。
県
内
の
駅
と
し
て

は
「
芦
原
温
泉
」「
福
井
」「
南
越
（
仮

称
）」「
敦
賀
」
の
四
駅
が
整
備
さ
れ
る
。

し
か
し
、
敦
賀
以
西
の
大
阪
に
至
る

ル
ー
ト
は
未
定
と
さ
れ
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
は
福
井
か
ら
東
京
ま
で

の
時
間
短
縮
や
交
流
人
口
増
、
経
済
効

果
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
時
間

短
縮
は
ど
の
程
度
か
、
そ
の
費
用
対
効

果
を
疑
問
視
す
る
県
民
も
多
い
。
福
井

　
県
民
の
多
く
か
ら
は
東
京
へ
の
時
間

短
縮
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
新
大
阪
直
通

に
よ
る
関
西
圏
へ
の
利
便
こ
そ
望
ま
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
現
在
の
北
陸
線
は
関
西
へ
は
「
サ
ン

ダ
ー
バ
ー
ド
」
。
東
京
、
中
京
方
面
へ

は
「
し
ら
さ

ぎ
」
が
一
時
間

に
一
本
の
割
合

で
走
っ
て
い
る
。

全
国
的
に
み
て

も
特
急
が
こ
れ

ほ
ど
頻
繁
に
走

り
利
用
度
が
高

い
路
線
は
多
く

な
い
。

　
並
行
在
来
線

の
経
営
分
離
は

整
備
新
幹
線
の

「
着
工
五
条

件
」
の
一
つ
で

あ
り
、
新
幹
線

が
事
業
化
さ
れ

た
場
合
、
並
行

在
来
線
は
Ｊ
Ｒ

か
ら
経
営
分
離

さ
れ
、
地
元
自

治
体
を
中
心
と

し
た
第
三
セ
ク

タ
ー
に
よ
る
運

営
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
関
係
で
は
、
軽
井
沢
―

篠
ノ
井
が
「
し
な
の
鉄
道
」
に
経
営
移

管
さ
れ
、
全
国
で
は
青
森
の
「
青
い
森

鉄
道
」
、
岩
手
の
「
い
わ
て
銀
河
鉄

道
」
、
九
州
の
「
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄

道
」
の
第
三
セ
ク
タ
ー
会
社
が
設
立
さ

れ
て
い
る
。
二
年
後
の
金
沢
開
業
が
迫

る
富
山
、
石
川
両
県
は
昨
年
に
県
、
市

町
、
民
間
で
つ
く
る
県
単
独
の
第
三
セ

ク
タ
ー
会
社
を
設
立
し
て
い
る
。

　
福
井
県
内
で
も
、
国
土
交
通
省
は
昨

年
五
月
に
同
じ
方
針
を
、
県
と
、
沿
線

自
治
体
か
ら
同
意
を
取
り
付
け
、
２
０

１
３
年
３
月
に
は
県
国
際
交
流
会
館
で

「
福
井
県
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会
」

の
初
会
合
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
は
、

敦
賀
開
業
の
２
年
前
２
０
２
３
年
度
に

第
３
セ
ク
タ
ー
を
設
立
す
る
こ
と
で
合

意
。
同
協
議
会
は
知
事
、
沿
線
六
市
一

町
の
首
長
、
経
済
団
体
、
利
用
者
団
体
、

鉄
道
事
業
者
の
代
表
ら
19
名
で
構
成
す

る
こ
と
を
確
認
し
、
会
長
に
西
川
知
事
、

副
会
長
に
東
村
福
井
市
長
、
川
田
県
商

工
会
議
所
連
合
会
会
頭
が
就
任
し
た
。

　
今
後
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
方

式
、
需
要
予
測
、
ダ
イ
ヤ
編
成
な
ど
の

運
行
計
画
、
施
設
や
車
両
計
画
、
運
賃

設
定
、
資
金
計
画
、
利
用
促
進
案
な
ど

を
詰
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

ダ
イ
ヤ
編
成
や
料
金
設
定
な
ど
県
民
に

納
得
で
き
る
内
容
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
第
三
セ
ク
タ
ー
で
は
、

い
ず
れ
も
乗
客
減
と
経
営
赤
字
な
ど
が

表
面
化
し
て
お
り
、
そ
の
運
営
が
地
元

自
治
体
や
住
民
に
相
当
の
負
担
を
強
い

る
現
状
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
近
年
で

は
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
走
行
料
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
平
成
23
年
度
に
は
三
つ
の
第
三

セ
ク
タ
ー
鉄
道
が
単
年
度
決
算
で
赤
字

か
ら
黒
字
経
営
に
転
換
し
た
ニ
ュ
ー
ス

が
注
目
さ
れ
た
。
今
後
は
Ｊ
Ｒ
か
ら
の

譲
渡
額
の
動
向
な
ど
も
含
め
地
元
自
治

体
の
負
担
軽
減
を
ど
う
図
っ
て
い
く
の

か
の
論
議
が
必
要
で
あ
る
。

　
な
お
、「
越
美
北
線
」
と
「
小
浜
線
」

は
在
来
並
行
線
で
は
な
く
、
敦
賀
ま
で

新
幹
線
が
開
業
し
て
も
Ｊ
Ｒ
運
営
で
あ

る
。
他
に
こ
れ
ま
で
県
と
沿
線
自
治
体

な
ど
で
守
っ
て
き
た
「
福
井
鉄
道
」
や

「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
」
を
含
め
た
県
内
の

公
共
交
通
網
の
整
備
計
画
と
財
政
負
担

の
あ
り
方
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
北
陸
新
幹
線
の
開
業

後
は
、
原
則
と
し
て
金
沢
―
直
江
津
駅

間
で
は
寝
台
特
急
を
の
ぞ
く
特
急
列
車

は
運
行
し
な
い
方
針
と
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
大
阪
―
富
山
間
の
特
急
「
サ

ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」、
名
古
屋
―
富
山
間

の
「
し
ら
さ
ぎ
」
に
つ
い
て
は
金
沢
駅

以
東
を
廃
止
、
金
沢
駅
―
越
後
湯
沢
間

の
特
急
「
は
く
た
か
」、
金
沢
駅
―
新

潟
駅
の
特
急
「
北
越
」
に
つ
い
て
も
廃

止
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。

　
新
幹
線
開
業
を
待
た
ず
寝
台
特
急
の

る
と
は
予
測
し
が
た
い
。

　
た
だ
、
大
阪
と
富
山
を
結
ぶ
「
サ
ン

ダ
ー
バ
ー
ド
」
は
乗
車
率
が
高
い
列
車

で
あ
る
ゆ
え
に
利
便
性
低
下
を
招
か
な

い
対
応
に
期
待
し
た
い
。
し
か
し
、

「
し
ら
さ
ぎ
」
の
立
場
は
微
妙
で
あ
る
。

金
沢
以
西
の
客
が
ど
の
く
ら
い
必
要
と

す
る
の
か
、
福
井
県
と
し
て
相
当
の
運

動
が
な
け
れ
ば
厳
し
い
状
況
に
な
り
は

し
な
い
か
不
安
が
残
る
。

　
新
幹
線
の
建
設
費
は
、
Ｊ
Ｒ
が
支
払

う
営
業
中
の
新
幹
線
の
施
設
使
用
料

（
貸
付
料
）
を
充
て
、
残
る
金
額
の
三

分
の
二
を
国
が
、
三
分
の
一
を
県
と
駅

が
設
置
さ
れ
る
沿
線
自
治
体
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
政
府
が
二
〇
一
三
年
度
予
算
案
に
計

上
し
た
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
―
敦
賀
間

の
建
設
費
は
八
十
億
円
で
あ
り
、
福
井

県
内
分
は
約
五
十
三
億
円
と
さ
れ
た
。

そ
の
内
の
三
分
の
一
で
あ
る
約
十
二
億

五
千
万
円
程
度
が
地
元
負
担
額
と
予
測

さ
れ
る
。
こ
の
予
算
で
の
県
内
工
事
と

し
て
は
用
地
取
得
関
連
費
、
測
量
調
査

費
、
新
北
陸
ト
ン
ネ
ル
（
南
越
前
町
か

ら
敦
賀
市
）
の
第
一
期
工
事
、
新
九
頭

竜
橋
（
仮
称
）
の
設
計
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
駅
を
持
つ
自
治
体
は
駅
舎
を
中
心
と

し
て
、
そ
の
前
後
数
キ
ロ
の
建
設
費
を

負
担
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
開
業
後
に
Ｊ

む
し
ろ
米
原
ル
ー
ト
優
先
を
述
べ
る
政

治
家
や
経
済
界
の
発
言
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
現
在
は
３
月
24
日
に
嶺
南

六
市
町
の
首
長
や
議
員
、
経
済
団
体
幹

部
ら
に
よ
る
「
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー

ト
建
設
促
進
同
盟
会
」
が
13
年
ぶ
り
に

小
浜
で
総
会
を
開
き
、
福
井
商
工
会
議

所
の
川
田
達
男
会
頭
も
３
月
29
日
の
年

度
末
会
見
で
若
狭
ル
ー
ト
実
現
に
努
力

し
た
い
と
述
べ
、
西
川
知
事
も
４
月
25

日
の
記
者
会
見
で
「
若
狭
ル
ー
ト
が
議

論
の
根
本
」
と
述
べ
、
国
に
若
狭
ル
ー

ト
を
求
め
て
い
く
方
向
を
示
し
た
。
こ

の
よ
う
に
現
在
で
は
福
井
県
全
体
の
意

向
と
し
て
は
若
狭
ル
ー
ト
に
一
本
化
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

　
し
か
し
、
県
内
の
動
き
と
は
別
に
関

西
の
知
事
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
関
西

広
域
連
合
」
は
米
原
ル
ー
ト
が
予
算
も

少
な
く
、
費
用
対
効
果
も
最
も
優
れ
て

東
京
行
「
北
陸
」
と
「
能
登
」
、
青
森

行
の
寝
台
特
急
「
日
本
海
」
と
急
行

「
き
た
ぐ
に
」
が
す
で
に
運
行
終
了
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
方
針
下
で
の
特
急
廃
止
な
ど
の

動
き
は
、
金
沢
―
大
阪
間
や
米
原
、
名

古
屋
間
の
現
行
の
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
の

か
、
現
時
点
で
Ｊ
Ｒ
側
は
明
確
な
方
針

を
示
し
て
い
な
い
が
、
現
行
の
ダ
イ
ヤ

本
数
が
金
沢
開
業
後
も
継
続
保
障
さ
れ

Ｒ
か
ら
の
施
設
固
定
資
産
税

な
ど
の
収
入
で
補
わ
れ
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。
具
体
額

は
自
治
体
に
よ
っ
て
変
わ
る
。

　
そ
の
他
、
駅
舎
が
存
在
す

る
地
元
自
治
体
は
、
駅
周
辺

の
再
開
発
と
ま
ち
づ
く
り
を

ど
う
展
開
す
る
の
か
が
問
わ

れ
る
。
特
に
県
内
四
駅
の
う

ち
、
唯
一
、
現
駅
併
設
で
は

な
い
越
前
市
の
「
南
越
駅

（
仮
称
）」
は
、
現
市
街
地
や

武
生
駅
と
の
ア
ク
セ
ス
道
路

や
街
の
機
能
の
棲
み
分
け
な

ど
含
め
、
新
幹
線
と
ま
ち
づ

く
り
、
財
政
負
担
な
ど
他
市
以
上
の
総

合
的
な
対
応
と
負
担
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
本
来
の
北
陸
新
幹
線
整
備
計
画
で
は
、

大
阪
ま
で
の
ル
ー
ト
は
明
確
に
若
狭

ル
ー
ト
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

今
日
で
は
、
若
狭
、
湖
西
、
米
原
の
三

ル
ー
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
で
論

議
さ
れ
て
お
り
、
敦
賀
以
西
の
ル
ー
ト

が
ど
こ
に
落
ち
着
く
の
か
不
明
で
あ
る
。

　
福
井
県
や
地
元
自
治
体
で
は
最
近
に

な
り
若
狭
ル
ー
ト
が
原
則
と
す
る
声
が

相
次
い
で
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
敦
賀

ま
で
の
延
伸
が
第
一
と
ば
か
り
に
ル
ー

ト
に
つ
い
て
は
沈
黙
の
状
態
に
あ
っ
た
。

い
る
。
工
期
も
早
期
短
縮
可
能
と
し
て
、

国
に
申
し
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
滋
賀

県
大
津
市
は
湖
西
ル
ー
ト
の
検
討
を
求

め
る
な
ど
の
発
言
を
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
三
案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
一
長
一
短
が
論
議
さ
れ
て
い
る
が
、

京
都
府
が
過
去
に
試
算
し
た
結
果
で
は
、

若
狭
ル
ー
ト
が
全
長
１
２
８
キ
ロ
、
湖

西
ル
ー
ト
が
１
３
３
キ
ロ
、
米
原
が
１

５
３
キ
ロ
。
若
狭
ル
ー
ト
が
最
短
で
時

間
短
縮
も
36
分
と
最
大
と
な
っ
て
い
る
。

　
各
ル
ー
ト
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
主
な
点
で

は
若
狭
ル
ー
ト
は
時
間
短
縮
は
最
大
、

災
害
時
に
東
海
道
新
幹
線
と
別
に
運
行

が
可
能
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
建
設
費
が
一

兆
円
近
く
で
最
高
額
、
利
用
者
総
数
が

少
な
い
。
湖
西
ル
ー
ト
は
、
現
行
の
京

阪
、
北
陸
の
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
お
り
安

定
需
要
が
見
込
ま
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト

は
東
海
道
新
幹
線
へ
の
乗
り
換
え
可
能

性
の
有
無
。
米
原
ル
ー
ト
は
、
メ
リ
ッ

ト
は
関
西
圏
だ
け
で
な
く
中
京
圏
へ
も

波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
、
建
設
費
が

最
も
安
い
、
利
用
者
総
数
は
最
大
の
見

込
み
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
東
海
道
新
幹
線

へ
の
乗
り
換
え
の
有
無
、
新
大
阪
へ
は

最
長
の
ル
ー
ト
で
時
間
短
縮
の
効
果
が

薄
い
。
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

　
新
幹
線
は
本
来
は
フ
ル
規
格
で
あ
る

が
、
国
土
交
通
省
は
昨
年
に
敦
賀
開
業

時
に
富
山
―
大
阪
に
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト

レ
イ
ン
（
軌
間
可
変
電
車
）
を
走
ら
せ

る
方
針
を
打
ち
出
し
、
県
と
沿
線
七
自

治
体
も
昨
年
５
月
16
日
「
あ
く
ま
で
も

大
阪
延
伸
ま
で
の
暫
定
期
間
」
と
し
な

が
ら
も
同
意
し
た
。

　
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
場
合
、

新
幹
線
と
在
来
線
の
二
つ
の
線
路
を
乗

り
換
え
な
し
で
走
れ
る
利
便
性
が
あ
る
。

例
え
ば
現
在
の
特
急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド

が
廃
止
さ
れ
て
も
新
幹
線
の
軌
道
上
を

走
る
同
じ
列
車
で
新
大
阪
ま
で
乗
車
出

来
る
こ
と
に
な
り
、
敦
賀
で
の
乗
り
換

え
が
不
要
と
な
る
。
し
か
し
在
来
の
湖

西
線
を
走
る
と
す
れ
ば
新
幹
線
並
み
の

ス
ピ
ー
ド
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
新
大
阪

ま
で
フ
ル
規
格
で
の
建
設
を
福
井
県
は

求
め
て
い
る
。

置
自
治
体
の
意
向
を
聞
い
て
決
め
る
」

の
が
今
日
ま
で
の
慣
例
で
あ
る
。
と
す

れ
ば
正
式
決
定
ま
で
に
は
ま
だ
十
年
以

上
の
期
間
が
あ
る
。

　
富
山
で
は
現
駅
併
設
で
は
な
い
新
駅

と
し
て
「
黒
部
宇
奈
月
温
泉
」
「
新
高

岡
」
の
名
称
が
６
月
７
日
に
発
表
さ
れ

て
い
る
。

　
最
近
、
鯖
江
市
関
係
者
か
ら
越
前
市

に
設
置
さ
れ
る
駅
「
南
越
（
仮
称
）」

の
名
称
に
つ
い
て
「
鯖
江
」
を
入
れ
ら

れ
な
い
か
と
の
動
き
が
あ
る
。
駅
名
に

つ
い
て
Ｊ
Ｒ
は
「
開
業
一
年
前
に
駅
設

県
の
資
料
に
よ
る
時
間
短
縮
の
見
込
み

は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
芦
原
温
泉
駅
か
ら
東
京
38
分
、
福
井

駅
か
ら
は
36
分
、
南
越
駅
か
ら
は
僅
か

８
分
、
敦
賀
か
ら
殆
ん
ど
メ
リ
ッ
ト
が

な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
丹
南
以
南
の
住

民
に
と
っ
て
は
東
京
へ
の
時
間
は
現
在

の
米
原
回
り
と
比
較
し
て
メ
リ
ッ
ト
は

な
い
。
た
だ
、
長
野
、
大
宮
へ
の
短
縮

は
大
き
く
、
北
関
東
や
東
北
と
の
新
た

な
人
の
流
れ
は
期
待
で
き
る
。

「
南
越
駅
」
の
名
称
は
ど
う
な
る
？

　
新
幹
線
建
設
財
源
と
地
元
負
担
額

　
若
狭
ル
ー
ト
か
、
湖
西
、
米
原
か

　
大
阪
ま
で
の
ル
ー
ト
は
未
定

　
国
土
交
通
省
、
「
フ
リ
ー
ゲ
ー

　
ジ
ト
レ
イ
ン
」
を
示
し
、
県
内

　
自
治
体
も
同
意

東京・金沢間の運行を予定している
車両です。
　Ｅ７系（ＪＲ東日本）、Ｗ７系（ＪＲ西日本）、
　編成12両、定員９３４名
　（現在、北陸新幹線の名称も募集中です）

北陸新幹線停車駅

若狭ルート


